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加 し,その うち12例はわれわれが新たに開発 し
た胸腔鏡下肺生検によるものである｡
以下,縦隔鏡検査,胸膜鏡検査,胸膜鏡下肺











吾田立とされていた｡ しか も,縦隔にみ られるリ
ンパ節は臨床的に肺癌の転移が最 もひんぽんに





手技を簡単に紹介 し,最近 3年 間 に行 な った
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表 1 縦 隔 鏡 検 査 成 績
(1970.12.31現在)
臨 床 診 断 症例数 陽性数 陽性率
原 発 性 肺 癌
転 移 性 肺 癌
サルコイ ドー シス
縦 隔 膜 療
肺 結 核
肺 化 膿 症
大 動 脈 将
ホ ジキ ン 氏 病
































































もの原 発 性 肺 癌
17(10) 4 9転 移 性 肺 癌 3
1)縦 隔 腰 湯
ll(2)サル コ イ ドー
シスー 4(3)肺 胞 蛋 白 症 11
肺 線 維 症 3
中 葉 症 候 群 1





昭和47.1 胸部疾患 診断法としての縦隔鏡検査,胸臆鏡検査,ならびに胸膜鏡下の生検 - 57-
視野が明るいので胸峠内を充分にtFA:ILi察できるこ



























図7 症例 1の胸J俸鏡写真 図6 症例
1
9 45才 :悪件胸腺腫内視鏡 的に認めることができる
のは胸腔鏡の特徴である｡〔症例 3〕 15才
の男 子,右の肺尖部に円形の陰影がみられる｡
写真でみるように,後部縦隔から発生 した神経性陣痛であ る ことが わか っ
た｡(図14,15)〔症例 (神経腺維腫),
症例 5 (奇形腫)宿略〕〔症例6〕 10才の
女子,縦｢刷 こ分葉状の陰影が,また左上肺野
に浸潤陰影がみられる｡胸腺腫が疑われ胸腔鏡検
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図 9 症例 2 8 65才 :肺癌
昭利47.1 胸部疾患診断法としての縦隔鏡検査,胸腔鏡検査,ならびに胸日射姦下の生検
図12 胸膜-の転移病巣 (胸腔鏡写頁)
図14 症例 3 8 15才 :神経件腫揚 胸 壁 図13 図12の説
明
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図16 症例 6 9 10才 :胸腺
昭利47.1 胸邦疾患診断法としての縦隔鏡検査,胸腔鏡検査,ならびに胸瞳鏡下の生検 -61-
図19 症例7 8 70才 :転


































































表 4 胸 腔 鏡 下 肺 生 検 法
















昭和47.1 胸部疾患診断法としての縦隔鏡検査,胸膜鏡検査,ならびに胸粧鏡Tの生検 - 63-
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. 生検針子 (太)7 接着剤 (アロンアルファ)
8. ポ リ
ビニールチ ュー79. 誘導門10 穿刺針 図23 錯予を用いて試験切rlT~を取 りつ
つあるところ図24 胸膜甫下に発生した
腺癌 (直往 14mm)このよう
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図25 症例8 9 45才 :腺
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図28 症例8痛理組織像 (胸膜鏡下肺生検による試験ヒ射'l-)図29 症例9 8 51才 :原発性腺癌 図30
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図31 症例11 9 44才 :サルコイ ドー シ
ス(BHL+肺



























この我 々の胸腔 鏡下 肺 生検 は, 開胸生検
(openlungbiopsy)の適応となる各種のびま
ん性肺疾患の診断法として,きわめて有用なも
のである｡また胸膜の近 くに発生 した肺癌や撒
布型の肺癌の場合においても,本法は他の生検
法よりも診断学的価値が高いように思われる｡
以上,我 々が胸部疾患の診断にあたって, 日
常行ないっつある縦隔鏡検査,胸腔鏡検査,及
び胸腔鏡下肺生検などについて,それらの手技
及び適応と成績との大要を紹介 した｡
